
岩滑小学校だより

やかちの風
学び合う 岩滑大好き 元気な子

～地域の方が花菖蒲をお届けくださいました～

蒸し暑い６月１１日の朝、学校に鮮やかな花菖蒲が届けられま
した。お名前はおっしゃらずに、一抱えの花を職員に手渡してく
ださいました。

早速、玄関や校長室、職員室廊下に飾りました。高貴な紫や白
の花が、校内を明るくしてくれています。

どなたかわかりませんが、この紙面でお礼申し上げます。あり
がとうございました。

～学校運営支援協議会を創設しました～

６月７日(土)、第１回学校運営支援協議会を行いました。 「学校運営支援協議会委員」

会の最初に半田市教育委員会委員の水野尚美氏より委嘱 前同窓会長 榊原 幸宏氏

状を手渡していただき、その後、会長に榊原幸宏氏、副会 学識経験者 榊原 泰介氏

長に榊原泰介氏、書記に竹内賢二氏を選出しました。 岩滑区区長 遠藤 孝司氏

ねらいは、「半田市学校運営支援協議会運営要綱」で、 半田一区区長 青木 典久氏

①学校の運営方針及び重点目標等の承認 岩滑公民館長 竹内 賢二氏

②家庭､地域､学校の連携推進について協議､提言､支援 修農公民館長 杉田多喜男氏

③学校の運営､教育活動について協議､提言､支援 同窓会長 榊原 正志氏

④施設管理､整備について協議､提言､支援 育友会会長 宇佐見英司氏

⑤その他学校運営支援に必要なこと 育友会副会長 岡田さくら氏

となっています。今までも、育友会、やなべお助け隊、
半田一区見守り隊、岩滑安全推進委員等の方々に学校へのご支援をいただいております。
今後、さらに地域の方々のお力で学校や子どもたちが良くなる仕組みを考えていきます。

～交通安全意識を高めましょう～

６月６日 岩滑小学校が半田警察署長と愛知県交通安全協会半田支部長連名の感謝状をい
ただきました

文面は以下のとおりです。
「貴校は交通安全の重要性を深く認識され積極的に交通安全活動を推進し多年にわたり交
通事故防止に大きく貢献されました その功労は誠に多大であります ここに深く感謝の
意を表します」
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夏が来た （校長に宛てて、６月は夏の話題で作文を募集しました）

「アゲハチョウがやってきた」 ３年２組 中原 亘太
家の庭のサンショの木にアゲハチョウがやってきました。

毎年、暑くなると、タマゴを産みにやってきます。サンショの葉の表に、黄色い小さな卵をた

くさん産み付けます。卵からふ化したよう虫は、サンショの新芽を食べるのですが、それと同時

にハチや鳥がよう虫を食べにきます。その中で生きのこったよう虫だけが、やがてさなぎになっ

て成虫となります。成虫になるのはごくわずかなので、１ぴきでも多くアゲハチョウになって、

飛んでいってほしいなと思います。そして、また、そのアゲハチョウが卵を産みにきてくれたら

うれしいです。

今日も二ひきのアゲハチョウがやってきました。



通学団の班長さんが気を遣って１年生と一緒に登校してくれています。飛び出しをしな
いように、ふざけあって歩かないように、学校で注意しています。これからも交通ルール
を守り、周りをよく見て登下校をするよう、ご家庭でもお話しください。

☆半田市防災交通課では交通指導員さんを募集しています。
心ある方、指導員になってください☆

～副読本「私たちの道徳」をご家族で読んでみましょう～

児童が、生命を大切にする心や他人を思いやる心、善悪の判断などの規範意識を身につ
けることはとても大切な事です。

今年度、これまで道徳の時間の中で使用していた「心のノート」が改訂され、「私たち
の道徳」となりました。「読み物部分」と「書き込み部分」からなり、先人等の名言、偉
人や著名人の生き方に関する内容が多く取り上げられ、いじめ問題への対応や我が国の伝
統と文化、情報モラルに関する内容なども掲載されています。

また、学校の道徳の時間や学校の教育活動全般で使用するだけでな
く、家庭や地域においても活用することが期待されています。

本校では、家庭でも話し合ったり家族で書き込んだりして活用して
いただけるように、以下の期間にご家庭でいっしょに読んで話し合っ
ていただけるとありがたいです。

☆１学期 6/13(金)～ 6/23(月) 内容項目「生命の尊重」
☆２学期 11/14(金)～ 11/25(火) 内容項目「郷土愛・愛国心」
☆３学期 2/13(金)～ 2/23(月) 内容項目「思いやり・親切

～「親子ふれあい講座」ありがとうございました～

６月７日(土)、育友会学級委員の方のご協力により「親子ふれあい講座」を行いました。
今年度は、２１講座開設しました。１時間目の授業参観にも多くの方の参観をいただき、

ありがとうございました。

親子ふれあい講座アンケートから
「ナチュラルフラワーリース」

・昨年とはまた違った雰囲気のリースが作れてとても

記念になりました。昨年よりも親の手はいらず、ほ

ぼ、子どもの手で仕上がりたのもしかったです。作

品は何年も記念に残るものですし、今後ともずっと

残ってほしい講座です。

「お茶に親しもう」

・これまではお正月だけにいただくお抹茶でしたが、

今回改めて作法に緊張しながらも、おいしいお饅頭に

笑顔になり、たてたお茶に味わい深く感動し、とても

楽しい時間でした。ありがとうございました。

「ペットボトルで作る彼岸花」

・作るのが大変でした。１年生にはかたいペットボト

ルを切る作業は危険でしたが、完成したものに色を

塗ってもらい、変身したペットボトルに感動しまし

た。その日は１日中ながめていました。
「お茶に親しもう」

「ナチュラルフラワーリース」


